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研究成果の概要（和文）：学修支援行動の社会的信号に関する分類をもとに、TAによる学修支援場面におけるコ
ミュニケーション行動を指導・評価するためのルーブリックを開発した。形成的評価の結果、TAとして重視すべ
き基本的な行動がリストアップされた。また、TAとして比較的意識されにくい行動についても本ルーブリックで
示すことができた。

研究成果の概要（英文）：Based on the classification of academic support behaviors in terms of social
 signals, a rubric was developed to guide and evaluate communication behaviors in academic support 
situations by TAs. As a result of the formative evaluation, a list of basic behaviors that should be
 emphasized as TAs was compiled. In addition, this rubric was also able to indicate behaviors that 
are relatively difficult to be aware of as TAs.

研究分野： 教育工学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
ティーチング・アシスタント（TA）の育成と活用は、昨今の高等教育において広く求められている。したがっ
て、TAを効果的に育成・評価するための教材は、プレFDおよびFDの両方の文脈において必要とされている。本研
究では、身体動作による学修支援行動の分類を試みた。このような切り口による分類は他に例がなく、また、チ
ェックボックス式のルーブリックは研修や授業中にも教員・TAそれぞれが教材として活用しやすい形式である。
本研究の成果物であるルーブリックは、TA育成のための教材として活用可能である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
高等教育におけるティーチング・アシスタント(TA)の活用が求められている。TAによる学習
支援の効果を向上させるためには、TAの適切な育成が重要である(TSUBAKIMOTO, 2020)。こ
の育成の観点として、本研究では、TAによる具体的な学習支援行動に注目する。 

TA に求められる学習支援行動は複雑である。TA は、言語情報と非言語情報の両方を用いる
必要がある。TAは、眼前の状況に対してこれらの情報の適切な組み合わせを即時に判断し、行
動に移し、学習支援の効果をあげることが求められている。学習支援に用いられるこれらの情報
は社会的信号(Social Signal)と呼ばれる。社会的信号とは、岡田・石井(2017)をもとにまとめれ
ば、「言語、視線、ジェスチャなどの複数のチャネルより発せられる情報であり、人間の態度や
スキルなど人間が行動やコミュニケーションを通じて形成する社会性の側面を理解するための
手がかり」であると言えるだろう。VINCIARELLI et al. (2009) は、これらのチャネルを分類
したタキソノミーを示している。TAによる効果的な学習支援は、暗黙知ではなく、複数の明示
的なチャネルを適切に分類することで明確に説明できる可能性があるだろう。 
学習支援行動の分類と可視化には、ルーブリックが適している可能性がある。TAが学習支援
行動を実際に行うことは、実技テストやパフォーマンス課題に近いと思われる。ルーブリックは、
実技寄りで複雑な課題を評価する方法として適している。また、ルーブリックは TA自身による
自己評価や、教員などによる形成的評価に用いることができる有用な教育的道具でもある。 

TAによる学習支援場面におけるチャネル活用の様相を教育的にわかりやすく示すことができ
れば、TA 自身のメタ認知(自己評価)や適切な支援行動の促進が可能になる。さらに、学習支援
行動を測るための変数(例えば説得力、信頼度、適切な親密さなど)と各チャネルとの関連の探索
も可能になるだろう。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、学習支援人材育成のための教材を作成し、学習支援におけるコミュニケーシ
ョンの質を評価することである。これにより、TAに教育的なフィードバックを提供し自己評価
を促進することが可能になる。この目的のために、TAが用いる言語情報と非言語情報の両方を
取得しチャネルごとに分類することで、学習支援のためのよりよいコミュニケーションを理解
するためのルーブリックを開発する。 
 
 
３．研究の方法 
 
（1） 予備調査とルーブリックの試作 
 
時期と道具：2020 年 1月と 7 月に、Google Formsを用いて質問紙調査を行った。調査の途中で
オンライン授業が開始されたため、7 月の調査では、1 月と同じ項目のオンライン授業における
支援についても追記してもらうようにした。 
 
調査協力者：TA 経験者 19 名であった。 
 
手続き：都内国立 A大学（総合大学）における初年次教育プログラムの TAが登録されているビ
ジネスチャットサービス内のワークスペースに、調査の依頼文と質問紙の URLを掲載した。回答
は任意であり、報酬は設定しなかった。 
 
質問紙：VINCIARELLI et al. (2009)に基づき、学習支援に必要かつ効果的と思われる対人コミ
ュニケーションチャネルを、5 つ(身振りと態度、顔と目の動き、声、空間と環境、外見のよう
す)に分けて提示した。チャネルにはいくつかの下位分類を予め提示した。例えば「身振りと態
度」の下位分類は、(1)手・腕、(2) 身体の姿勢、(3)足、であった。チャネルおよび下位分類ご
とに、それらの良い/悪い利用方法や、オンラインと対面での利用方法について、自由記述によ
って回答を求めた。最後に、学年、TA 経験年数、経験したクラスサイズを尋ねた。 
 
ルーブリックの試作：収集した回答をもとに、ルーブリックを試作した。表 1 にその一部を示
す。試作は著者１名で行った。評価観点は、チャネルおよび下位分類とした。評価尺度は「優秀」
と「要再学習」の２段階とした。具体性を重視したため、評価基準は文章ではなく箇条書きで記
述した。 
 



 

 
（2） ルーブリックの作成と形成的評価 
試作したルーブリックについて、教育工学者数名に対してインフォーマルにコメントを収集し
た。その結果、文字数が多く使いにくいこと、重要な内容がわかりにくいことなどがあげられた。
これらのコメントをふまえ、ルーブリックを修正した。 
修正したルーブリックは、Excellentと Not goodの 2 段階の尺度のもと、社会的信号における
5 つの非言語要素を評価観点とし、それらに関する TA 行動をチェックボックスで選択する形式
で作成された。表 2にその一部を示す。 
都内公立 B大学（総合大学）において、2022 年 10 月に 3 名の TA(大学院生、 2 名は TA 経験有
り、1 名は未経験) に対し、ルーブリックの形成的評価を行った。3 名にルーブリックの内容を
説明し、「これまで、TA・SA としてしたことがある行動や、心がけたことがある内容があれば、
いくつでもチェックをつけてください。これから初めて TA・SAになる人は、特に心がけたい行
動や内容を選んでチェックをつけてください。」と指示した。行動の選択結果について、1 チェ
ックボックスにつき、1 名選択したごとに 1点（3点満点）を、行動ごとに集計した。得点した
割合をその要素における「選択率」として、各評価観点に属する下位観点ごとに算出した。 
 

表 2 修正したルーブリック（一部） 

 
 

表 1 TA による学習支援のコミュニケーションを評価するためのルーブリック (一部) 



４．研究成果 
(1) ルーブリックの評価結果 
Not good の尺度については全く選択されなかったため、Excellent への選択結果を表 3 に示
す。なお、下位観点内のコミュニケーション行動は、選択率が最も高かったもののうち 1つのみ
を例示した。 

表 3 形成的評価の結果 

非言語要素 Excellent 選択率 

身振

りと

態度 

(1)手・腕 説明している箇所を指さす 46.6% 

(2)⾝体の姿勢 自然に背筋を伸ばしつつ、何かあればすぐ動けるよう準

備する 

83.3% 

(3)足 時々、机の間をゆっくり移動し、学生の様子をみる 55.5% 

顔と

目の

動き 

(1)表情 話しかけやすい表情をする 66.6% 

(2)視線 話す時は、時々視線を合わせる 46.6% 

声 (1)リズムやイ

ントネーショ

ン 

教室全体に説明する時は、少し声のトーンを上げる 72.2% 

(2)話す順序の

交代 

伝えるべき内容は、TAから話す 46.6% 

(3)沈黙 すぐ返答できない場合でも、「うーん」と声を出した

り、言葉がけをしたりする 

77.7% 

空間

と 

環境 

(1)学習者との

物理的距離 

学習者とは 60〜90cmくらいの距離を保つ 83.3% 

(2)学習者との

座席のアレン

ジ 

学習者の視野を遮らない場所に座る 46.6% 

外見

のよ

うす 

服装、 

頭髪、化粧な

ど 

コミュニケーションに支障がない外見にする 83.3% 

 
Excellent 内であっても、行動の選択率には、観点によってばらつきがみられた。このことか
ら、TA として比較的意識されにくい行動についても本ルーブリックで示すことができたと考え
られる。なお、Not goodについてはルーブリックから削除し、最高レベルの基準のみを残すほ
うが、TAにとっての使いやすさが向上する可能性がある。 
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